
少
年
団
一
行
の
バ
ス
は
午
前

十
時
半
に
現
地
へ
到
着
。
開
放

感
溢
れ
る
約
８
０
０
ｍ
の
砂
浜

が
皆
を
迎
え
て
く
れ
た
。

笠
岡
港
か
ら
積
み
出
し
た
キ

ャ
ン
プ
資
材
を
船
か
ら
降
ろ

し
、
テ
ン
ト
を
張
っ
て
二
日
間

の
生
活
が
ス
タ
ー
ト
。

初
日
の
メ
イ
ン
は
親
子
で
遊

ぶ
海
水
浴
。
続
い
て
夕
方
か
ら

取
り
掛
か
っ
た
カ
レ
ー
調
理
。

上
々
の
味
に
思
わ
ず
笑
み
が
こ

ぼ
れ
た
。
夜
は
ゲ
ス
ト
に
招
い

た
ア
マ
チ
ュ
ア
音
楽
家
倉
橋
一

郎
さ
ん
の
歌
や
、
団
員
ら
の
出

し
物
で
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ア
を

楽
し
ん
だ
。

二
日
目
に
は
寄
島
町
有
志
の

協
力
で
バ
ナ
ナ
ボ
ー
ト
と
水
上

バ
イ
ク
に
乗
せ
て
も
ら
う
な

ど
、
海
辺
に
歓
声
が
響
き
渡
る

思
い
出
の
キ
ャ
ン
プ
と
な
っ

た
。
（
２
面
に
関
連
記
事
）

サ
ロ
ン
あ
す
は
主
催
に
よ
る

絵
手
紙
教
室
が
、
七
月
か
ら
倉

掛
公
民
館
で
開
か
れ

て
い
る
。

第
二
回
目
の
八
月

十
日
に
は
男
女
十
四

人
が
参
加
。
講
師
の

藤
井
成
子
先
生
（
木

之
子
町
）
か
ら
「
筆

は
ゆ
っ
く
り
動
か
し

ま
し
ょ
う
。
絵
手
紙

と
い
う
こ
と
で
、
気

持
ち
が
絵
の
方
に
片

寄
り
が
ち
。
で
も
添
え
る
言
葉

こ
そ
大
切
で
す
」
と
指
導
を
受

け
な
が
ら
、
各
自
で
持
参
し
た

花
や
果
物
を
描
い
た
。

受
講
者
ら
は
「
近
所
の
方
々

と
気
軽
に
楽
し
い
ひ
と
と
き
を

過
ご
せ
る
の
は
意
義
深
い
」
と

話
し
て
い
る
。

こ
の
教
室
は
毎
月
第
二
水
曜

日
の
午
後
一
時
三
十
分
か
ら
倉

掛
公
民
館
で
開
か
れ
、
会
費
は

一
回
二
百
円
。
受
講
希
望
者
は

サ
ロ
ン
あ
す
は
事
務
局
の
大
坪

正
広
さ
ん
へ
申
し
込
む
。

岡
山
県
中
学
校
総
体
・
柔
道

個
人
戦
が
七
月
二
十
五
日
、
岡

山
武
道
館
で
行
わ
れ
、
81
㎏
級

に
出
場
し
た
倉
掛
18

－

３
組
の

井
原
中
３
年
野
宮
佳
佑
君
が

堂
々
初
優
勝
を
飾
っ
た
。

４
試
合
を
勝
ち
抜
き
、
迎
え

た
決
勝
戦
の
相
手
は
鶴
山
中
学

の
強
豪
藤
森
君
。
試
合
開
始
十

秒
後
、
豪
快
な
背
負
い
投
げ
で

技
あ
り
の
ポ
イ
ン
ト
を
挙
げ
、

そ
の
後
も
果
敢
に
攻
め
て
同
階

級
48
選
手
の
頂
点
に
立
っ
た
。

野
宮
三
兄
弟
の
長
男
周
平

君
、
二
男
拓
士
君
、
三
男
佳
佑

君
は
そ
れ
ぞ
れ
、
家
業
の
豆
腐

店
を
積
極
的
に
手
伝
い
な
が
ら

練
習
に
励
ん
で
き
た
。

指
導
に
当
た
っ
て
い
る
藤
井

接
骨
院
の
藤
井
邦
昭
院
長
と
井

原
中
柔
道
部
顧
問
の
小
田
先
生

は
「
井
原
市
の
中
学
生
は
レ
ベ

ル
が
高
い
。
中
で
も
佳
佑
君
の

寝
技
は
抜
群
だ
。
こ
こ
ま
で
兄

弟
三
人
揃
っ
て
よ
く
頑
張
っ
て

き
ま
し
た
」
と
讃
え
て
い
る
。

全
国
大
会
は
今
月
二
十
二
日

か
ら
名
古
屋
で
開
か
れ
る
。

倉
掛
少
年
団
が
主
催
す
る
夏

休
み
恒
例
の
ラ
ジ
オ
体
操
が
、

今
年
も
郷
社
足
次
山
神
社
境
内

で
七
月
二
十
日
か
ら
八
月
二
日

ま
で
行
わ
れ
た
。

午
前
六
時
三
十
分
前
に
は
住

民
約
百
人
が
集
ま
り
、
曲
が
流

れ
始
め
る
と
八
組
大
久
保
格
さ

ん
（
85
）
の
指
導
で
第
一
体
操

と
第
二
体
操
を
行
っ
た
。

最
初
は
戸
惑
っ
て
い
た
幼
児

た
ち
も
六
年
生
を
お
手
本
に
元

気
良
く
身
体
を
動
か
し
、
体
操

が
終
わ
る
と
出
席
カ
ー
ド
に
ハ

ン
コ
を
押
し
て
も
ら
い
、
笑
顔

を
見
せ
て
い
た
。
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（１）

ホームページ http://www.ibara.ne.jp/~kurakake/

寄
島
町
有
志
が
協
力

倉掛少年団キャンプ

倉
掛
少
年
団
（
岡
藤
航
平
団
長
）
と
同
育
成
会
（
小
川
泰
之

会
長
）
の
三
十
六
人
が
七
月
二
十
三
～
二
十
四
日
、
浅
口
郡
寄

島
町
の
三
郎
島
キ
ャ
ン
プ
場
で
海
浜
生
活
を
体
験
し
た
。

「
気
軽
に
楽
し
く
」

倉掛公民館が４月２３日にオープ

ンして４ヶ月近くが経過した。

当初は市民活動センター“つどえ

ーる”の２階ということで利用価値

を疑問視する声も一部にあったが、

自治会や少年団関係は無論、いきい

きサロンや趣味の集いに効率よく使

われている。

公民館を管理する自治連合会役員

は「会議室だけでなく、隣りの物置

も書類の整理保存等に役立ってい

る」。また、サロンあすはの関係者

は「市職員の皆さんも親切だし、気

兼ねなく、いつでも借りられる公民

館は地域活動に欠かせない」と述べ

ている。

倉掛から西方町へ移転した“さく

らの家”がもつ交流広場的な要素を

倉掛公民館にも採り入れることが可

能か、地域に広くアイデアを求めて

いる。

柔
道
部
の
野
宮
佳
佑
君

井
原
中

３

年

サ
ロ
ン

あ
す
は

ラ
ジ
オ
体
操
に

住
民
百
人
集
う

足
次
山
神
社
境
内

倉掛公民館開設４ヶ月



倉
掛
山
岳
会
（
森
吉
生
会

長
）
の
36
人
が
七
月
三
十
一

日
、
鳥
取
県
の
大
山
登
山
に
チ

ャ
レ
ン
ジ
し
た
。

午
前
六
時
に
大
型
バ
ス
で
倉

掛
を
出
発
し
た
一
行
は
大
山
町

に
到
着
後
、
身
支
度
を
整
え
夏

山
登
山
道
に
入
っ
た
。

独
立
峰
の
大
山
は
、
３
合
目

辺
り
か
ら
階
段
状
の
厳
し
い
急

坂
が
待
ち
構
え
る
。
各
自
マ
イ

ペ
ー
ス
を
守
り
な
が
ら
、
ゆ
っ

く
り
と
登
り
、
避
難
小
屋
の
あ

る
六
合
目
で
小
休
止
。
難
関
の

八
合
目
を
過
ぎ
る
と
木
道
と
キ

ャ
ラ
ボ
ク
が
優
し
く
登
山
者
を

迎
え
て
く
れ
た
。

中
３
の
佐
能
沙
耶
香
さ
ん
や

６
年
の
岡
藤
航
平
君
ら
健
脚
の

先
頭
グ
ル
ー
プ
は
、
二
時
間
弱

で
１
７
０
９
ｍ
の
山
頂
へ
。
や

が
て
他
の
メ
ン
バ
ー
も
次
々
に

登
頂
を
果
た
し
た
。

頂
上
小
屋
で
昼
食
を
と
り
、

今
度
は
下
山
だ
。
行

者
谷
コ
ー
ス
か
ら
元

谷
の
沢
を
横
切
り
、

午
後
四
時
に
は
全
員

無
事
に
下
り
た
。

「
家
族
五
人
で
良
い

体
験
が
で
き
た
」
と

12

－

２
組
佐
藤
謙
治

さ
ん
。
「
足
は
も
う

ガ
ク
ガ
ク
」
と
話
し

合
う
参
加
者
の
表
情

は
、
充
実
感
に
溢
れ

て
い
た
。

「
今
年
の
キ
ャ
ン
プ
も
多
く

の
方
に
協
力
を
頂
い
た
」
と
話

す
の
は
小
川
泰
之
育
成
会
長
。

二
日
目
の
午
前
に
は
、
バ
ナ

ナ
ボ
ー
ト
と
水
上
バ
イ
ク
に
乗

せ
て
も
ら
い
、
団
員
ら
は
大
は

し
ゃ
ぎ
。
思
い
出
の
ト
ッ
プ
に

全
員
が
こ
の
バ
ナ
ナ
ボ
ー
ト
遊

び
を
挙
げ
た
。

そ
の
一
方
、
定
番
の
キ
ャ
ン

プ
フ
ァ
イ
ア
な
ど
も
強
く
心
に

残
っ
た
と
い
う
。

打
ち
寄
せ
る
波
音
…
、
星
空

を
焦
が
す
炎
…
、
遠
く
の
島
々

や
船
の
灯
り
…
。

親
子
で
楽
し
く
過
ご
し
た
二

日
間
は
、
こ
の
夏
最
高
の
イ
ベ

ン
ト
だ
っ
た
に
違
い
な
い
。
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8/20  倉掛自治会臨時総会
午後７時～倉掛公民館

8/28  自治連合会防犯パトロール
9/ 4  消防団第３部試運転日
9/ 7  市民体育祭実行委員会
9/10  古紙・古着等回収

午前７時30分～９時
9/11  井原町敬老会

井原小学校体育館
9/17  自治連合会防犯パトロール
9/21  井原町大運動会打合せ会
9/24  井原町大運動会準備
9/25  井原町大運動会
9/26  サロンあすは交流会
9/26  市民体育祭井原地区結団式
10/ 2  井原市民体育祭
10/ 2  倉掛少年団公園土手清掃
10/15  自治連合会防犯パトロール
10/23  井原町秋祭り
10/24～25 おかやま国体（新体操競技）

（２）

◆ 行 事 予 定 ◆

「
家
族
で
よ
い
体
験
」

大山夏山登山道は丸太を使い階段状に整備
されているがなかなか厳しい＝７合目付近

「ぼくが一番心に残っているのはバナナボ
ートに乗ったことです。最初は楽しいかわ
からなかったけど、乗ったらすごく楽しか
ったです。バナナボートに乗ってひっくり
かえったのも楽しかったです」

６年 岡藤航平
「ぼくの思いでになったのはバナナボート
です。バナナボートに乗る前はドキドキし
ていたけど、乗るととても楽しかったで
す。バナナボートが速かったり、海に落ち
たりしてとても楽しかったです。またバナ
ナボートに乗りたいです」

６年 佐藤翔平
「６年生 くらかけ少年団最後のキャンプ
はきょ年も楽しかったけど、今年は一生心
に残るキャンプになりました。特にバナナ
ボート・ジェットスキーでは、みんなすご
く楽しそうに乗っていました」

６年 佐藤航平
「ぼくが一番楽しかったのは“バナナボー
ト”でした。特に、ボートがひっくり返る
時がおもしろかったです。ぼくは一回だ
け、ほぼ大人しかいない時に交じってのり
ました。そのチームでひっくり返り、小谷
のおっちゃんがのぼろうとすると、反対に
いた、ぼくをふくめた子ども２人と大人２
人が、小谷のおっちゃん１人の体重でひっ
くり返りました。みんなおどろいていまし
た。とてもおもしろかったです。スリルも
あり、とても楽しかったです」

６年 川上悟史
「バナナボートが一番楽しかった。乗るま
えのきんちょうや、乗っている時のはくり
ょくが、とてもよかった。機会があった
ら、また乗りたい」

６年 小川真奈
「私はバナナボートが一番たのしかった！
６年最後の思い出がいっぱいできたキャン
プだった。写真ができるのがまちどおし
い」

６年 小谷咲乃
「自分たちでテントをはりました。はるの
は初めてなのでむずかしかったです。次の
日はバナナボートにのりました。最初は少
しこわかったから、おちないようにしっか
りとにぎりました。ジェットスキーにも、
のせてもらいました。ちょっと水面からう
いた時にこわかったです。今年のキャンプ
は、ものすごく楽しかったです！！」

５年 吉川直輝
「楽しかった２日間のキャンプ。いろいろ
あった中でも私はバナナボートに乗ったこ
とが一番の思い出になりました。初めは乗
ることが心配だったけど、１回乗れば心配
などなくなって楽しくてたまりませんでし
た。来年がとても楽しみです」

５年 浅井佑理

パパに背負われた小
谷美桜ちゃん(1)

７月２３日

１０：３０ 入所式
１０：３５ テント設営

１２：００ 昼食（弁当）

１３：００ 海水浴
１５：００ 夕食・野外炊事
１８：００ 三ツ山付近散策
１９：００ キャンプファイア
２１：００ 夜食おにぎり
２１：３０ 洗面・就寝
７月２４日
６：００ 起床・洗面
６：３０ ラジオ体操
７：００ 朝食・野外炊事
９：００ 海水浴・バナナボート

１２：００ 昼食 (レストハウス)
１３：００ スイカ割り
１３：３０ テント撤収
１４：３０ 退所式・解散

キ ャ ン プ 日 程 表

楽しさ抜群！


